
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県立教育センター 



 

 

 

 

紹 介 作 品 

 

 

【小学校の部】 

 

① 特選 第１学年    かにのあるくむき ～かにさんあるきはよこあるき？～ 

② 特選 第２学年    みみずの動き ～みみずは，どこでも動けるの？～ 

③ 特選 第３学年    僕とアニサキスの闘いの記ろく ～おいしい魚を安全に食べるために～ 

④ 特選 第４学年    似てるを科学する ～顔が似るとはどういうことか～ 

⑤ 特選 第５学年    缶を洗ってリサイクルへ ～流れる水のひみつ～ 

⑥ 特選 第６学年    ヒザラガイはいつ動くのか！？ ～ヒザラガイの動きに迫る～ 

⑦ 科学賞委員会特別賞  水の移動大実験 ～気泡はなぜ出てくるのか？～ Part3 

 

 

【中学校の部】 

 

⑧ 特選 物理      不連続に流れる水 

⑨ 特選 物理      ピンポン球の回転を科学する 

⑩ 特選 地学      土石流の発生について 

⑪ 科学賞委員会特別賞  過齢幼虫の発生原因に親の遺伝は関係するのか 

生物         ～ヤママユの過齢幼虫を発生させるには～ 

 

 

【高等学校の部】 

 

⑫ 特選 物理      雪平鍋はなぜ穏やかに温めることができるのか 

⑬ 特選 化学      ストームグラス内における結晶変化の要因解明 

⑭ 特選 生物      魚の「不安」は繁殖に影響するのか －ゼブラフィッシュを用いた検証－ 

 

 

 

＊作品名は，原本どおりに記載しております。 

＊紹介画像は，研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

 パネルの現物は，広島県立教育センター 本館 ２階ロビーに掲示してあります。 

 当センターへお越しの際は，ぜひ，足を運んでください。 

 

 

 



 

 

 

 

《研究作品の概要》 

 

＜① 特選 第 1 学年＞ 



 

 

 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・「かには横にしか歩くことができないだろう。」という予想を立てて，かにの歩く向きを観察し，その

観察から分かったことが本当かどうかを確かめるために，さらに実験装置を使って実験でも確かめ

ていった。 

 ・観察は，４つの場所にいるかにを３回観察し，信頼性を得るようにした。また，観察から分かったこ

とを表や数で分かりやすくまとめた。さらに，観察から分かったことや更なる課題を確かめるため

に，実験装置を２種類作り実験を行った。 

 

 

○ 分かった点 

【観察から分かったこと】 

 ・かにの歩く向きは，横だけではなく，前や斜めもある。 

 ・後ろには歩いていなかった。 

 ・かにの歩く向きは，横が一番多い。 

 

【実験から分かったこと】 

 ・かにの歩く向きは，横が一番多い。 

 ・かにの歩く向きは，横だけではなくて，前や斜め，後ろもある。 

 ・かにの歩く向きは，後ろが一番少ない。 

 ・かにの歩く向きは，狭い道では，横に歩く。 

 ・かにの歩く向きは，広い場所では，横だけでなくて，前や斜め，後ろもある。 

 ・かにの歩く向きは，壁でも横に一番多く歩いた。 

 ・かにの歩く向きは，壁でも横だけではなくて，前や斜め，後ろもある。 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・歩いているカニを観察していたら，歩く向きには，足の動き方に秘密があるのかなと思った。実験で

は，かには狭い所へ行っていたので，狭い所が好きなのかなと思った。この秘密についてまた調べて

みたい。 

 

 

 

《審査評》 

様々な場所でカニの歩き方を観察したり，実験装置を手作りしたりして検証し考察するなど，随所

に工夫が見られる優れた作品である。 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜② 特選 第 2 学年＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・調べたいものへみみずをのせて立てたり，霧吹きで５回水をかけたりドンドンと３回たたいたりし

て，みみずが落ちるのか，どのようになるのかを調べた。 

 ・食品用ラップフィルムやビニール袋など透けて見えるものは，後ろに白い紙を重ねてよく見えるよ

うにして写真を撮りやすくした。 

 ・みみずの剛毛がよく分かるように，紙粘土で造形化した。 

 

 

○ 分かった点 

 【動きについて】 

 ・みみずは，物を立てて壁みたいにしても，畑や道の時と同じように動く。 

 ・みみずは，表面がつるんとしている所でも，動くことができる。 

 ・みみずは，同じ紙の仲間でも，ダンボールだけが落ちずに動くことができる。 

 ・みみずは，物を立てて霧吹きで水をかけても，畑や道の時と同じ動きをする。 

 ・霧吹きでみみずに水をかけても，剛毛の力で落ちない。 

 ・ザルのような穴があいた物へみみずをのせてたたくと，剛毛や口があっても落ちる。 

 ・みみずをのせる物をタオルにして実験した時，同じタオルでも，その日の天気・温度・湿度でみみ

ずの落ち方が違う。 

 ・みみずは，穴があると穴の中にもぐってしまう。 

 

 【体について】 

 ・みみずの体には，頭からおしりまで小さいとげとげ（剛毛）が，びっしりと生えている。だから，

物の上へのせて立てても落ちずに動くことができる。 

 ・みみずの口は，吸いつく力がある。 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・みみずの食べものとうんちの関係を調べたい。 

 ・みみずの卵（白い粒）が，どのように成長していくのか調べたい。 

 

 

 

《審査評》 

実験や観察を繰り返す過程で，新たな課題を見つけ出し，予想と結果を比べながら考察を導き出

し，ミミズへの愛着が高まっていったことが感じ取れる優れた作品である。 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜③ 特選 第３学年＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

○ 工夫した点 

・食中毒を起こす原因であるアニサキスを退治する方法について，４つの実験を通して根気強く調べ

丁寧に考察を行っている点。 

 

疑問１ 魚を新鮮にするために，魚屋さんと漁師さんは常に魚を冷やしている。その中でアニサキス

は，どのくらい生き続けることができるのだろうか。 

実験 A 魚から取り出したアニサキスを冷蔵庫の中に入れて，どれくらい生き続けるか。  

実験 B 実験 A より温度の低い冷蔵庫のパーシャル室の中でどのくらい生き続けられるか。 

実験 C さらに温度を下げて凍らせる。時間によって，生き残るアニサキスは変化するのか。 

 

疑問２ 疑問１での実験の結果アニサキスは，冷凍すれば死ぬことがわかった。でも，ぼくはお刺身

が大好きなので，冷凍せずに安全に食べられる方法はないだろうか。 

実験 D 台所にある調味料でアニサキスは殺せるのか。どのように変化するのか。 

 

○ 分かった点 

【疑問１について】 

  ４℃の冷蔵庫では６日間，－１℃のパーシャル室の中では４℃と比べて多くのアニサキスが生き残

った。冷凍した場合，６時間程度では生き延びたが，長時間凍らせると死んだ。温度が低いときのアニ

サキスはほとんど動かず，温度が高くなると動き出した。温度変化はアニサキスが生きることに関係し

ていることがわかった。 

 

【疑問２について】 

  今回の実験の中では「青じそ」「しょうちゅう」がアニサキスを殺す効果が高かった。どの調味料で

実験しても，調味料を加えない食塩水のみとくらべると，アニサキスを殺したり動きを鈍くしたりする

ことができた。今回の調味料（薬味）の成分をうまく使うことができたら，料理をする中でアニサキス

を殺せるかもしれない。 

 

 

○ もっと追究したい点 

アニサキスの種類の違いは顕微鏡で形を見ても分かるらしい。次の研究では，また顕微鏡を覗いてアニ

サキスの比較をしたい。そして，ぼくたちが住んでいる瀬戸内海でとれる魚にもアニサキスはいるのか，

もし，いればどのような様子なのかも今後の研究で解明してみたい。 

 

 

《審査評》 

日常生活の一コマから課題を見付け，観察・実験を繰り返し，数多くのデータをまとめ考察した優

れた作品である。 



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜④ 特選 第４学年＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・よりたくさんのデータを集めるために，100人分の写真を使い，年齢や男女のバランスがとれるよう

考えた。 

・レーダーチャートを A4サイズのクリアファイルに一人分ずつ書き，形が近いかどうかを重ねて比べ

られるようにした。 

 

 

○ 分かった点 

・レーダーチャートは血のつながりのある関係で近い形になることもあるが，他人同士でも近い形に

なることもある。レーダーチャートは顔のタイプ分けに使えると分かった。 

・顔認証のデータの図が新聞にのっていたので，それを参考にコップ図で分析をした。 

・レーダーチャートは顔のバランスを表すが，コップ図は顔のパーツの位置関係を表していることが

分かった。 

・絶対にこうという結論がなく，これが科学的な研究かどうか自信のないまま提出したけれど，研究を

進めるほど分からない問題が出てくる事こそが「科学的」なのだと知り，たくさん分析することの大

切さが分かった。 

 

 

○ もっと追究したい点 

・今回は顔を平面で分析したが，顔の模型を作るなど立体的にも分析してみたい。 

・外国人のデータをとって国による顔の違いを分析してみたい。 

 

 

 

《審査評》 

膨大なデータを根気強く精緻にまとめ，多面的な考察と客観的な判断を重ねた，創意工夫の見られ

る優れた作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑤ 特選 第５学年＞ 



 

 

《研究作品のポイントなど》 

 

○ 工夫した点 

 ・缶の傾きの角度を正確にして実験するために，画用紙に目盛りを書いて桶に貼り付けた。 

 ・缶から水を出す実験で結果の正確性を高めるために，それぞれ３回ずつ実験を行った。 

 ・水の動きを観察する実験では，水の動きを分かりやすくするため，水に色（赤）を付け，背景を黒に

して撮影した。 

 

 

○ 分かった点 

 ・一番早く水が出る角度は，60°～75°ということが分かった。 

・空気の出入りする通り道がないと，水は早く出ないことが分かった。 

・ペットボトルの中に入っていく空気の体積と，ペットボトルから出ていく水の体積は等しい。 

・容器の口が小さいと，水が一気にそこへ流れようとするため，渦ができることを見付けた。 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・早く水を出すために，容器の中に早く水を送り込む方法を見付けたい。 

 ・水が容器から出るときにできる渦の大きさや向き，巻きの強さなどを調べてみたい。 

 ・缶のふたについても研究してみたい。 

 

 

 

《審査評》 

生活体験から得た疑問を，条件制御をするとともに工夫しながら様々な実験を行い，実験中に新たに

見いだした疑問に対しても，丁寧に追究している優れた作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

＜⑥ 特選 第６学年＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・野外で動く距離を調べるため，標識をつけた。 

・水を雨に見立てて，移動が始まるか水かけ実験を行った 

・動きを実際に見るために，室内で水槽実験を行った。 

 

 

○ 分かった点 

 ・雨の日には，晴れやくもりの日に比べて見付けることができる数が減った。（野外調査） 

 ・大きく移動する個体と小さく移動する個体がいた。（野外調査） 

 ・１日に約 80cm も動く。（室内実験） 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・今回は，野外では動くところが見られなかったので，観察できていない時間や季節で動くのかも調

べ，目の前で動くところを観察したい。 

 

 

 

《審査評》 

野外調査と室内での実験に根気強く取り組み，得られたデータを適切に処理して，結論を論理的に

導き出した優れた作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

＜⑦ 科学賞委員会特別賞 小学校第 5 学年＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・水にかかる圧力を下げるために，標高の高い極楽寺山へ行って実験を行った。 

 ・極楽寺山で実験を行うことで，圧力のみを低下させた環境にすることができた。 

 

 

○ 分かった点 

・気泡は「水の温度を上げた時」「水にかかる圧力を下げた時」に増え，「水の温度を下げた時」に減っ

た。このことから，温度と圧力は，逆の関係にあることが分かった。 

・水道水よりミネラルウォーターを沸騰させた水の方が，気泡が少なかった。これは，一度空気を抜い

ているからだと考えた。 

 

 

○ もっと追究したい点 

・学校で行った実験では，真夏の暑さのため気温が水温に影響したかもしれないので，気温の低い時に

同じ実験をして，どんな結果になるのかを調べたい。 

 

 

 

《審査評》 

  疑問を解決するため，予想を立てて，観察，記録し，気体の出現を温度や気圧と関連付けて論理的に

考察している優れた作品である。 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

＜⑧ 特選 中学校・物理＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・結果の誤差を減らすために，周りの環境に気を付けて，測定の回数を増やした。 

 ・組み立てた理論が正しいか，きちんと検証を行った。 

 

 

○ 分かった点 

 ・結果として，波と波の間隔が大きいのは，角度が大きい時，水量が少ない時，横幅が狭い時だった。 

 ・波が発生する過程は， 

① 波板に水がたまる。 

② 漏斗によって水が供給される。 

③ ためられる量の限界に達し，水が流れる。 

④ 水が重力によって勢いをつけ，たまった水にぶつかる。 

⑤ その勢いで，たまっていた水の一部が流れる。 

⑥ ④・⑤のループで水が増え，波となる。 

⑦ ⑤で流れた水をまた限界までためる。限界までためるまでの時間が経過すると①の状態である。 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・粘性を変化させた場合の波のふるまい方。 

 ・波板の形状をさらに変化させた時の波のふるまい方。 

 

 

 

《審査評》 

身近な現象から疑問を抱き，仮説を設定し，丁寧な観察や測定値等の分析により，水のふるまいの

メカニズムを解明しようとした優れた作品である。



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

＜⑨ 特選 中学校・物理＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・球の回転の種類をドライブ回転（上から下方向への回転）とカット回転（下から上方向への回転）の

２種類にしぼった。いずれの回転についても再現したり，その際の球速のばらつきを解消したりでき

る実験器具を制作した。 

・ドライブ球やカット球が，ラケット面に当たる角度によって，はね返りがどう違うのかを調べる実験

器具を制作したこと。また，ラケットをスイングした時のはね返り方についても調べられるようにし

た。 

・ドライブ球やカット球の軌道及びそれを打ち返す時の軌道をはっきりと捉えるために，タブレット

を使って録画し，スロー再生したりコマ送り再生したりした。 

 

 

○ 分かった点 

・ドライブ球の軌道は，曲線的に落ちる感じ。バウンドは比較的高い。 

・カット球の軌道は，直線的に伸びる感じ。バウンドの高さはドライブ球ほどではない。 

・ドライブサーブをレシーブする時 

① ラケットをかぶせるような角度にしただけではネットにかかりやすいが，これにドライブ回転

をかけると，相手コートに鋭く返すことができる。 

② ラケットをすくい上げるような角度にすると，球が浮き，相手コートに届きにくくなる。また，

その状態でカット回転をかけても，同様に相手コートには届きにくい。 

 ・カットサーブをレシーブする時 

① ラケットをかぶせるような角度にしただけではネットにかかりやすいが，これにドライブ回転

をかけると，相手コートに返しやすくなる。 

② ラケットをすくい上げるような角度にすると，球が浮き気味になるものの，相手コートに返し

やすくなる。また，その状態でカット回転をかけても同様に相手コートには返しやすい。 

・以上のことから，レシーブに回転をかけることで，相手サーブの回転が止まり，逆にレシーブ側がか

けた回転に変えることができた時に，相手コートに返しやすい球を打ち返せることが分かった。 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・ドライブとカット以外の様々なバリエーションの回転のメカニズムとそれを打つ時のこつについて

も明らかにし，自身のスキルの向上につなげていきたい。 

 

 

《審査評》 

  自作の発射装置や固定ラケットを使って調べる際に，球の回転や軌道に対するラケットでの上手な

打ち方を予想し，写真や動画として撮影したものをコマ送りの連続写真で分析しながら丁寧にまとめ

た優れた作品である。 

 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑩ 特選 中学校・地学＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・水を流すごとに溝がぬれるなど，ちょっとした条件の変化があったので，それを最小限に減らすよう

工夫した。 

・表からグラフを作り，見やすいようにまとめた。 

 

 

○ 分かった点 

・傾斜が大きいほど，速く・大量に土砂が流れる。 

・雨が強いほど，速く・大量に土砂が流れる。 

・土砂から先に水が漏れるものと，土砂ごと動き出すものがある。 

 

 

○ もっと追究したい点 

・今回は，真砂土だけで実験を行ったが，他の種類の土砂も調べたい。 

 

 

 

《審査評》 

昨年度の研究からの疑問について，自作の装置で条件制御を行い，多くの結果をグラフで表現しな

がら分析する等，土砂災害について科学的な手法で結論を導いた優れた作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

《研究作品の概要》 中学校・生物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑪ 科学賞委員会特別賞 中学校・生物＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・昨年失敗した原因を追究し，飼育方法を改善した。 

 ・個体を区別できるように，個体識別用マークを考案し，使用した。 

 ・頭幅の大きさと齢の相互関係が分かりやすいように，脱皮殻をすべて標本にした。 

 

 

○ 分かった点 

・ヤママユの過齢は，一代だけでは遺伝しない。 

・第４過齢幼虫の発生原因は飼育環境のみであった。 

・過齢は遺伝しにくい性質か，何世代かおいて遺伝する性質のどちらかであると考えられる。 

 

 

○ もっと追究したい点 

・過齢は遺伝しにくい性質か，何世代かおいて出現する性質であるかもしれないため，来年以降も継続

して研究していきたい。 

 

 

 

《審査評》 

  仮説に基づいて，継続的にデータを収集し，着実に分析を重ねて結論を導き出した優れた作品であ

る。 

 

 

 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑫ 特選 高等学校・物理＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・鍋底に発生する模様の観察の精度を上げるため，光学的むらを可視化するシュリーレン法を採用し

た。 

 ・熱拡散や温度分布を調べる実験では，再現性を高める方法として熱源にはんだごての過熱部分を使

用した。 

 ・サーモグラフィーによる温度の計測の精度を上げるために，金属試料に黒体スプレーを塗布した。 

 

 

○ 分かった点 

 ・雪平鍋と平鍋の表面積には，ほぼ差がなかった。 

 ・鍋底に現れる模様は，その凹凸形状に依存して発生する。 

 ・金属の凹凸部分で温度差が生じることで，鍋底を伝わる熱の拡散が穏やかになる。 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・熱をできるだけ均一に拡散させる形状としての使用の可能性。 

 ・アルミ，銅以外の種類の金属での熱拡散（特に強度を必要とされる場合）。 

 ・発生する流体模様を立体的に可視化する観察方法の開発。 

 

 

 

《審査評》 

身近な現象から気付きや疑問を持ち，自作装置による工夫を凝らした実験に粘り強く取り組み，実験

や観察により得られた結果を適切に分析して論理的に考察している優れた作品である。 

 

 

 



 

 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑬ 特選 高等学校・化学＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・ストームグラス内の結晶の様子を長時間継続して観察できる環境や撮影方法を工夫した。 

 ・量・形・高さといった複数の観点から研究を行った。 

 ・データを多くとった。 

 

 

○ 分かった点 

 ・塩化アンモニウムと硝酸カリウムを適切な量を加えることで，気温の変化による結晶の量のばらつ

きが小さくなる。 

 ・急冷によって析出する結晶とそれだけでは説明できない結晶がある。 

 ・塩化アンモニウムと硝酸カリウムは樟脳の溶解度に影響を与え，樟脳のみを溶かしたときよりも，結

晶を析出しやすくさせる効果がある。 

 

 

○ もっと追究したい点 

 ・塩化アンモニウムと硝酸カリウムが結晶の形状に与える影響について確認するため，結晶の形状を

更に詳細に分類する方法を確立したい。 

 

 

 

《審査評》 

ストームグラス内における結晶変化の要因について，析出した結晶を４タイプに分類し，条件制御や

統制分析を基にその析出条件や析出の仕方を明らかにすることができた点で優れた作品である。 

 

 

 



            

 

《研究作品の概要》 

 

＜⑭ 特選 高等学校・生物＞ 



 

 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・実験装置をすべて自分たちで制作した点。 

・課題解決に向けて，様々な視点から研究を行った点。 

・「不安」グループ分けにおいて，主成分分析を用いて検証した点。 

・信頼度を高めるために，複数の指標を用いて実験を行った点。 

 

 

○ 分かった点 

 ・ゼブラフィッシュは，不安の感じやすさ（不安レベル）によって２グループに分けることができる。 

 ・不安レベルの低いゼブラフィッシュの方が繁殖に適している。 

 

 

○ もっと追究したい点 

・ゼブラフィッシュの「不安」以外の情動（好奇心など）について。 

・性格は先天的（遺伝要因）か，それとも後天的（環境要因）か。 

・雄と雌では，どちらの性格がより繁殖に影響するのか。 

 

 

 

《審査評》 

  魚の情動に着目するという着眼点に新奇性があり，主成分分析とクラスター分析を行った結果から

論理的に考察している，優れた作品である。 


